
まちづくり防災キャンプｉｎ倉真地区

（1） 事業名 令和元年掛川市市民活動推進事業

（2） 主 催 NPO法人掛川シニア交流研究会

（3） 協 働 倉真地区まちづくり協議会

（4） 支 援 掛川市危機管理課・掛川市教育委員会

（5） 協 力 倉真小学校・冀北学園

1 実施日 令和元年8月24日（土）～25日（日）
2 場 所 倉真小学校
3 成果・反省

成果
1 実践的な訓練を通じて防災・減災に通じる規則や実情の確認、
問題点の抽出・解決に資することができた。

2 自主防災会の組織機能や備品資機材等の数量が適切かどうか
について、訓練を通して確認し、今後の方向性について、資を得
ることができた。

3 訓練を企画することにより、各種の知見に接することができた。
反省

1 子供の行事と重なり、親子の参加者が少なかったのが残念であった。
今後

1 広域避難所運営訓練から減災・防災総合訓練へ
2 女性・子供の参加を、わき役から主役へ
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報告書

報告書の要約
３２地区の
まちづくり協議会に配布



3. チラシ



４.広域避難所の役割

市主体の運営

住民主体の運営

事前準備が不可欠

避難者主体の
運営

掛川市役所（指揮所）
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避難所運営

連絡・調整・指示
避難者の確認・指示・支援

改善事項の確認・終
了

１時間から３時間

事前に準備

１週間～３か月

避難所開設
避難所の全体確認と設営
施設・備品・消耗品の確認
運営資材資料等の準備




